




















　心身障害発生の原因としての不慮の事故について考えるにあたり,不慮の事

故の発生する頻度,種類別の頻度を考えておく必要がある。これらに関しては

いろいろな報告がなされてはいるものの,小規模の対象にもとづいたものが多

く,大規模なもので信頼しうるものとしては死因統計しかなく,不慮の事故によ

る死亡数から検討していくしかない。しかし死亡に至らず生存しえた例で,後

に後遺症を残す例の頻度は,同じ原因の事故による死亡と相関すると考えられ

るので,死亡例についての考察を進めてみる。


